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平
成
２５
年
度
喜
多
方
市
行
政
区
長
会
議
と
行

政
区
長
会
連
合
会
総
会
が
４
月
２５
日
、
喜
多
方

プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
行
政
区
長
会
連
合
会
会
長
に
選

出
さ
れ
た
髙
澤
嶽
さ
ん
が
議
長
と
な
り
、「
市

全
体
ま
た
は
町
全
体
に
か
か
わ
る
要
望
に
つ
い

て
」
を
議
題
に
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

上三宮町

喜多方地区

松山町

上三宮町
代表行政区長
齋藤　淳さん

喜多方地区
上町東行政区長
齋藤義人さん

松山町
代表行政区長
大原　進さん

（
回
答
）

市
道
１
１
１
１
号
線
村
松
・
細
谷
線
に

つ
い
て
は
、
下
三
宮
地
区
を
境
に
東
側
は

道
路
幅
員
７
・
２
㍍
、
西
側
は
道
路
幅
員

５
・
３
㍍
と
、
下
三
宮
地
区
付
近
の
所
か

ら
県
道
３
３
６
号（
熱
塩
加
納
・
坂
下
）線

ま
で
が
、
若
干
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
狭
小
部
拡
幅
に
つ
い
て
の
ご
要
望

で
す
が
、
今
回
、
新
規
の
要
望
と
な
り
ま

す
の
で
、
今
年
度
の
道
路
整
備
委
員
会
に

よ
り
評
価
を
行
い
、
そ
の
整
備
順
位
に
基

づ
い
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
回
答
）

安
定
し
た
水
量
の
確
保
の
た
め
、
押
切

川
と
田
付
川
水
系
の
取
水
ゲ
ー
ト
の
調
整

や
流
水
経
路
の
委
託
業
者
に
よ
る
側
溝
の

ゴ
ミ
収
集
、
地
域
住
民
の
方
々
の
ご
協
力

の
も
と
、
市
街
地
の
生
活
環
境
の
改
善
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
東
西
に
流

れ
る
水
路
は
、
地
形
的
に
安
定
し
て
水
量

を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
水
量
の
確
保
や
水
路
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
個
々
に
具
体
的
に
要
望
を
い
た

だ
け
れ
ば
、
ど
こ
が
問
題
か
を
調
査
し
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
水
路
系

統
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
、
引
き
続
き

本
年
度
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
回
答
）

①
こ
れ
ま
で
も
、
要
望
に
基
づ
き
道
路
幅

員
の
拡
幅
や
、側
溝
に
蓋
掛
を
行
う
な
ど
、

少
し
で
も
、
道
路
幅
を
広
く
有
効
利
用
で

き
る
よ
う
、
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
学
校
北

側
の
桜
並
木
を
伐
採
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
学
校
、
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な

る
桜
の
木
伐
採
に
つ
い
て
、
地
域
全
体
の

合
意
形
成
が
必
要
で
す
の
で
、
地
区
で
の

十
分
な
協
議
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
拡
張
に
つ
い
て
は
用
地
確
保
が
難
し
く
、

実
施
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
待
避

所
は
ど
の
部
分
に
設
置
す
る
か
、
そ
の
用

地
確
保
が
で
き
る
の
か
な
ど
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「
市
道
１
１
１
１
号
線（
村
松
・
細
谷
線
）

の
拡
幅
に
つ
い
て
」

当
道
路
は
道
路
幅
員
が
狭
く
、
車
の
交

差
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
通
学
時
に
お
い

て
学
童
達
は
、
車
の
通
行
時
路
肩
に
よ
っ

て
車
の
通
過
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

路
肩
と
法
下
の
段
差
も
１
㍍
以
上
あ
り
危

険
で
す
。
下
三
宮
地
区
付
近
の
所
か
ら
県

道
３
３
６
号（
熱
塩
加
納
・
坂
下
）線
と
の

交
差
点
ま
で
の
拡
幅
を
要
望
し
ま
す
。

「
松
山
小
学
校
北
側
の
市
道
３
０
５
６
号

線
の
拡
幅
と
市
道
２

－

４
号
線
の
待
避
所

の
整
備
に
つ
い
て
」

こ
の
市
道
の
交
通
環
境
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
た
め
①
松
山
小
学
校
北
側
、
市
道

３
０
５
６
号
線（
村
松
・
百
目
線
）の
拡
幅

②
松
山
小
学
校
、
幼
稚
園
、
公
民
館
の
進

入
路
で
あ
る
市
道
２

－

４
号
線（
村
松
・
八

方
堤
線
）の
車
の
相
互
交
通
の
た
め
の
一
部

拡
張
か
待
避
所
の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

「
市
内
水
路
系
統
の
水
量
の
確
保
お
よ
び

水
路
整
備
に
つ
い
て
」

市
で
は
清
流
計
画
に
よ
り
市
街
地
の
清

流
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
存
じ
ま
す
が
、

水
量
の
確
保
と
東
西
な
ど
に
流
れ
る
水
路

や
側
構
の
問
題
箇
所
に
つ
い
て
、
行
政
区

長
立
会
い
の
も
と
現
地
確
認
を
行
な
い
、

箇
所
ご
と
に
原
因
を
分
析
し
、
修
繕
工
事

な
ど
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
年
次
計

画
案
な
ど
を
示
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。



　広報きたかた　2013.6◯　◯◯

慶徳町

関柴町

熊倉町

岩月町

慶徳町
代表行政区長
小澤義喜さん

関柴町
代表行政区長
五十嵐正一さん

熊倉町
代表行政区長
山口想一さん

岩月町
代表行政区長
福島修一さん

（
回
答
）

県
道
塩
川
・
山
都
線
６１
号
線
の
新
宮
橋

か
ら
県
道
熱
塩
加
納
・
会
津
坂
下
線
ま
で

の
拡
幅
に
つ
い
て
以
前
か
ら
要
望
が
あ

り
、
昨
年
度
も
道
路
管
理
者
で
あ
る
喜
多

方
建
設
事
務
所
に
対
し
て
地
域
課
題
検
討

会
の
中
で
要
望
し
て
い
ま
す
が
、「
早
期

の
事
業
化
が
困
難
な
こ
と
か
ら
適
切
な
道

路
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
事
業
化

に
つ
い
て
、
建
設
事
務
所
に
対
し
て
要
望

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
県
道
熱
塩
加
納
・

会
津
坂
下
線
３
３
６
号
線
の
新
宮
地
区
入

口
部
改
良
に
つ
い
て
も
、
喜
多
方
建
設
事

務
所
に
対
し
、
今
年
度
の
地
域
課
題
検
討

会
の
中
で
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

（
回
答
）

２３
年
度
は
安
全
対
策
の
た
め
、
ほ
ぼ
全

線
に
渡
り
二
重
の
外
側
線
設
置
を
実
施

し
、
路
側
の
表
示
を
よ
り
明
確
に
し
ま
し

た
。
２４
年
度
に
は
、
通
行
車
両
に
対
し
路

面
に
減
速
マ
ー
ク
表
示
を
行
い
ま
し
た
。

二
重
外
側
線
は
視
線
誘
導
の
観
点
か
ら
、

減
速
マ
ー
ク
は
注
意
喚
起
の
観
点
か
ら
有

効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
道
４
５

９
号
と
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
隅
切
り

改
良
の
緊
急
要
望
が
あ
り
、
今
年
度
実
施

す
る
予
定
で
す
。
喜
多
方
建
設
事
務
所
と

し
て
も
重
要
視
し
、
計
画
的
に
整
備
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
市
と

し
て
も
早
期
実
施
に
つ
い
て
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
一
考
く
だ
さ
い
。
利
便
性
に
加
え
、
震

災
時
の
リ
ス
ク
低
減
、
町
民
に
と
っ
て
の

重
要
性
を
鑑
み
、
ぜ
ひ
と
も
検
討
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
回
答
）

本
要
望
に
つ
い
て
は
単
に
現
道
を
拡
幅

す
る
だ
け
で
は
、
大
型
車
の
通
行
は
出
来

ま
せ
ん
の
で
、
太
用
寺
橋
の
架
け
替
え
と

併
せ
た
道
路
の
整
備
計
画
と
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
太
用
寺
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
策
定
し
た
市
が
管
理
す
る
３

７
３
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
中

で
、
緊
急
性
や
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
総

合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
回
答
）

市
道
７
０
１
６
号
線
の
小
沼
・
道
地
線

交
差
部
か
ら
市
道
田
原
・
熊
倉
線
と
の
交

差
部
ま
で
の
歩
道
お
よ
び
幅
広
路
肩
の
整

備
が
順
次
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
喜
多
方

建
設
事
務
所
よ
り
今
年
度
も
引
き
続
き
整

備
し
て
い
く
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
２４
年
度
の
事
業
内
容
は
、
歩
道

橋
梁
部
分
の
詳
細
設
計
を
実
施
し
、
２５
年

度
に
つ
い
て
は
、
北
山
・
会
津
若
松
線
か

ら
熊
倉
橋
ま
で
の
用
地
測
量
お
よ
び
物
件

調
査
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

「
県
道
塩
川
・
山
都
線
６１
号
線
の
新
宮
橋

の
拡
幅
お
よ
び
道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て
」

県
道
塩
川
・
山
都
線
６１
号
線
は
、
新
宮

橋
を
中
心
に
橋
お
よ
び
道
路
幅
が
狭
く
な

っ
て
い
ま
す
。
県
道
熱
塩
加
納
・
会
津
坂

下
線
３
３
６
号
線
と
の
交
差
点
は
交
通
量

も
多
く
カ
ー
ブ
で
あ
り
危
険
で
す
。
新
宮

橋
の
拡
幅
、
道
路
の
拡
幅
、
新
宮
地
区
入

口
の
改
良
工
事
と
併
せ
て
要
望
し
ま
す
。

「
市
道
１

－

１
号
線
沿
い
の
歩
道
整
備
に

つ
い
て
」

市
道
１

－

１
号
線
の
拡
張
工
事
が
完
成

し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
カ
ラ
ー
歩
道
を
国

道
４
５
９
号
線
交
差
点
か
ら
県
道
喜
多
方

河
東
線
東
中
明
交
差
点
ま
で
至
急
導
入
す

る
よ
う
要
望
し
ま
す
。
国
道
４
５
９
号
の

橿
野
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
か
ら
、
市
道
１

－
１
号
線
平
林
交
差
点
ま
で
の
段
差
歩
道

解
消
工
事
に
つ
い
て
も
要
望
し
ま
す
。

「
県
道
喜
多
方
・
河
東
線
の
道
路
拡
張
と

歩
道
設
置
に
つ
い
て
」

県
道
喜
多
方
・
河
東
線
は
１９
年
度
よ
り

道
路
の
拡
幅
と
歩
道
の
設
置
が
さ
れ
ま
し

た
が
、
雄
国
地
区
の
七
本
木
か
ら
都
地
区

の
寺
内（
中
台
）ま
で
で
中
断
し
、
現
在
工
事

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
市
道
７
０
１
６
号

線
交
差
点
ま
で
の
工
事
の
再
開
・
継
続
に
つ

い
て
要
望
し
ま
す
。

「
市
道
５
１
０
１
号
線（
上
岩
崎
北
線
）な

ら
び
に
太
用
寺
橋
の
整
備
・
拡
充
に
つ
い

て
」こ

の
道
は
岩
月
町
を
東
西
に
貫
く
数
少

な
い
道
で
す
。
町
の
東
西
を
往
来
す
る
町

民
に
利
便
性
が
あ
り
、
万
一
の
避
難
、
救

助
な
ど
の
活
動
に
こ
の
道
は
無
く
て
は
な

ら
な
い
重
要
な
道
と
な
り
ま
す
。
も
し
、

コ
ス
ト
が
か
か
り
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
ま
ず
は
、
老
朽
化
し
た
危
な
い

太
用
寺
橋
の
架
け
替
え
を
第
一
次
と
し
て
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堂島地区

熱塩加納町

塩川地区

豊川町

堂島地区
代表行政区長
鈴木秀一さん

熱塩加納町
代表行政区長
中川孝志さん

塩川地区
代表行政区長
齋藤治夫さん

豊川町副代表
行政区長
真部賢二さん

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
度
継
続
し

て
施
工
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

２３
年
度
は
国
道
１
２
１
号
か
ら
弾
正
の

橋
ま
で
約
２
９
３
㍍
を
、
２４
年
度
は
主
要

地
方
道
喜
多
方
・
会
津
坂
下
線
の
バ
イ
パ

ス
交
差
点
か
ら
東
へ
約
６３
㍍
を
施
工
し
、

今
年
度
は
ご
要
望
区
間
の
う
ち
、
田
原
橋

を
除
く
区
間
の
測
量
設
計
業
務
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
年
次
計
画
に
よ
り
整

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
田
原
橋
は
、
単
独
の
歩
道
橋
と

す
る
か
、
拡
幅
し
て
歩
道
付
の
橋
に
掛
け

替
え
る
か
も
含
め
、
橋
の
長
寿
命
化
計
画

と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
検
討
す
る
考

え
で
す
。

（
回
答
）

昨
年
秋
に
市
長
お
よ
び
市
議
会
議
長
か

ら
、
福
島
県
知
事
や
喜
多
方
建
設
事
務
所

長
な
ど
に
対
し
河
川
雑
木
や
藪
の
除
去
に

つ
い
て
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

受
け
て
、
昨
年
死
亡
事
故
の
あ
っ
た
上
三

宮
地
区
の
押
切
川
河
川
敷
で
は
、
県
に
よ

る
樹
木
な
ど
の
伐
採
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
濁
川
の
熱
塩
加
納
町
米
岡
地

区
、
田
付
川
の
岩
月
町
入
田
付
地
区
お
よ

び
松
山
町
桜
ガ
丘
地
区
、
大
塩
川
の
塩
川

町
三
吉
地
区
に
お
い
て
、
延
べ
４
・
７
㌔

㍍
に
わ
た
り
河
川
樹
木
な
ど
の
伐
採
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
の
安
全
確
保

の
た
め
、
計
画
的
な
河
川
樹
木
な
ど
の
伐

採
を
県
に
要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

通
路
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
市
建

設
計
画
に
基
づ
き
、
新
市
が
実
施
す
る
主

要
な
事
業
に
盛
り
込
ま
れ
、
中
期
財
政
計

画
に
位
置
付
け
事
業
実
施
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
駅
西

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
宅
化
率
が
半

分
程
度
で
あ
り
、
保
留
地
処
分
の
推
進
も

大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
実
態
を

踏
ま
え
、
中
期
財
政
計
画
の
見
直
し
を
行

っ
た
結
果
、
２５
年
度
当
初
予
算
に
「
塩
川

駅
東
西
連
絡
機
能
現
況
調
査
業
務
委
託

料
」
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、

調
査
結
果
の
分
析
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
事

業
の
緊
急
性
、
重
要
性
、
有
効
性
を
見
極

め
な
が
ら
財
政
状
況
な
ど
を
考
慮
し
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
回
答
）

こ
れ
ま
で
も
回
答
し
て
い
る
と
お
り
、
現

在
、
塩
川
・
喜
多
方
線
の
改
良
工
事
を
進

め
て
お
り
、
並
行
し
て
の
実
施
は
財
政
的
に

困
難
な
た
め
、
塩
川
・
喜
多
方
線
の
事
業

完
了
後
に
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

塩
川
・
喜
多
方
線
事
業
に
つ
い
て
は
、

２４
年
度
よ
り
国
の
補
助
を
受
け
て
事
業
着

手
し
て
い
ま
す
。
遅
延
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
中

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
整
備
に
つ
い
て
は
、

市
で
行
う
計
画
に
つ
い
て
、
将
来
の
交
通
量

や
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
を
展
望
し
進
め
て

い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
市
道
田
原
・
熊
倉
線
西
鎧
召
集
落

－

大

木
集
落
間
の
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て
」

西
鎧
召
集
落
〜
大
木
集
落
の
農
免
道
路

の
歩
道
が
一
部
未
設
置
の
ま
ま
で
、
途
切

れ
途
切
れ
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当

該
歩
道
は
堂
島
小
学
校
へ
の
通
学
路
で
も

あ
り
、
早
急
な
歩
道
お
よ
び
歩
道
橋
の
設

置
工
事
を
要
望
し
ま
す
。

（
回
答
）

市
道
田
原
・
熊
倉
線
に
係
る
歩
道
設
置

「
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策
と
し
て
河

川
の
樹
木
の
伐
採
等
に
よ
る
環
境
整
備
に

つ
い
て
」

ク
マ
や
サ
ル
な
ど
が
集
落
内
人
家
近
く

に
も
頻
繁
に
出
没
す
る
よ
う
に
な
り
農
作

物
だ
け
で
な
く
人
的
被
害
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
荒
れ
た
河
川
の
樹
木
や
カ
ヤ
が
移

動
や
隠
れ
家
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

環
境
対
策
の
一
環
と
し
て
河
川
の
樹
木
伐

採
な
ど
に
よ
る
環
境
整
備
を
要
望
し
ま

す
。

「
塩
川
駅
東
側
と
駅
西
地
区
を
結
ぶ
陸
橋

ま
た
は
地
下
道
の
設
置
に
つ
い
て
」

市
で
は
、
ま
ず
駅
東
側
の
活
性
化
や
駅

西
区
画
整
理
事
業
内
の
宅
地
化
推
進
を
図

る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
で
す
が
、
子
供

達
の
安
全
や
、
宅
地
推
進
の
た
め
に
も
、

「
陸
橋
ま
た
は
地
下
道
の
設
置
」
の
方
が

先
で
は
な
い
か
と
思
い
要
望
し
ま
す
。

（
回
答
）

塩
川
駅
東
側
と
駅
西
地
区
を
結
ぶ
自
由

「
市
道
１

－

１
号
線
の
歩
道
整
備
等
に
つ

い
て
」

市
道
１

－

１
号
線
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で
本

店
前
か
ら
豊
川
小
学
校
、
一
ノ
堰
地
区
を

経
由
し
て
国
道
１
２
１
号
堂
畑
ま
で
の
区

間
の
道
路
整
備
を
長
年
に
わ
た
り
要
望
し

て
い
ま
す
。
緊
急
的
な
対
応
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
で
す
が
、
中
長
期
的
な
展
望
に
た

ち
、
豊
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
御
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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高郷町

駒形地区

山都町

姥堂地区

高郷町
代表行政区長
國分喜久男さん

駒形地区
代表行政区長
今井輝雄さん

山都町
代表行政区長
眞部久男さん

姥堂地区
代表行政区長
山口和憲さん
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も
あ
わ
せ
、
高
郷
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
通
年
運
行
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

（
回
答
）

高
郷
地
区
は
、
自
然
環
境
お
よ
び
立
地

条
件
な
ど
か
ら
、
通
学
環
境
が
厳
し
い
路

線
も
あ
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
冬
期
間
の

路
線
バ
ス
利
用
補
助
や
、
寄
宿
舎
の
休
止

に
伴
う
代
替
措
置
と
し
て
１２
月
か
ら
３
月

ま
で
の
冬
期
間
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
行
の
対
策
を
基
本
と
し
、
通
年
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
は
予
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
熊
の
出
没
な
ど
生
徒
の
安
全
確
保

に
課
題
が
あ
る
場
合
は
、
他
の
地
区
同
様

に
個
別
臨
時
の
対
応
を
実
施
す
る
考
え
で

す
。

の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
回
答
）

駒
形
小
学
校
か
ら
東
常
世
ま
で
の
歩
道

設
置
に
つ
い
て
は
、
道
路
東
側
へ
白
線
と

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
工
事
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
工
事
に
よ
り
歩
行
者
の
安
全

性
確
保
に
務
め
る
考
え
で
お
り
ま
す
の
で
、

新
た
な
歩
道
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

上
窪
か
ら
旧
Ｊ
Ａ
駒
形
支
所
ま
で
に
つ
い

て
は
、
ほ
場
整
備
事
業
の
推
移
を
見
極
め

な
が
ら
、
歩
道
設
置
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

竹
屋
か
ら
上
原
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て

は
、
駒
形
第
二
地
区
ほ
場
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

望
し
ま
す
。

（
回
答
）

国
道
４
５
９
号
の
藤
沢
・
見
頃
間
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
、
見
頃
地
内
の
道
路
拡

幅
工
事
が
実
施
さ
れ
、
見
頃
橋
ま
で
の
平

坦
部
を
完
成
し
ま
し
た
。
次
に
、
主
要
地

方
道
喜
多
方
・
西
会
津
線
で
あ
り
ま
す
が
、

現
在
慶
徳
町
側
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
、

昨
年
度
は
慶
徳
町
豊
岡
地
内
の
道
路
拡
幅

工
事
が
実
施
さ
れ
、
今
年
度
も
昨
年
に
続

き
整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
と
も

順
次
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
。
引
き
続
き
関
係
機
関
に
対
し

て
、
早
期
竣
工
に
向
け
た
予
算
の
確
保
、

な
ら
び
に
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
の
要
望

を
行
い
ま
す
。

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
冬
期
間

の
現
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
。」
と
の
回

答
で
し
た
。

そ
の
後
、
喜
多
方
建
設
事
務
所
で
は
、

２４
年
度
の
冬
に
簡
易
防
雪
柵
で
試
験
施
行

を
進
め
る
た
め
、
設
置
可
能
な
土
地
の
借

用
に
つ
い
て
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る

か
確
認
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

結
果
的
に
予
算
な
ど
の
関
係
か
ら
実
施

で
き
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
２５
年

度
は
試
験
施
行
に
向
け
進
め
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
す
。

引
き
続
き
恒
久
的
な
防
雪
柵
の
設
置
に

つ
い
て
喜
多
方
建
設
事
務
所
へ
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
高
郷
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
通
年
運

行
に
つ
い
て
」

高
郷
中
学
校
生
徒
は
自
転
車
通
学
が
原

則
で
あ
り
、
冬
期
間
に
つ
い
て
は
寄
宿
舎

の
利
用
も
し
く
は
路
線
バ
ス
の
利
用
と
な

っ
て
い
ま
す
。
遠
距
離
方
面
に
な
る
ほ
ど

生
徒
数
も
少
な
く
、
道
幅
が
狭
く
カ
ー
ブ

も
多
く
急
坂
で
、
昨
年
は
熊
の
目
撃
が
多

発
し
、
人
身
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
精
神
的
か
つ
経
済
的
負
担
軽
減

「
通
学
等
道
路
の
改
善
（
旧
県
道
・
農
免

道
路
沿
い
の
歩
道
新
設
）
に
つ
い
て
」

①
駒
形
地
区
内
の
さ
ら
に
、
駒
形
小
学
校

か
ら
東
常
世
ま
で
の
、
旧
県
道
北
山
・
会

津
若
松
線（
市
道
東
常
世
・
深
沢
線
）に
つ

い
て
、歩
道
等
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
上
窪
集
落
か
ら
竹
屋
、
上
原
集
落
間
の

農
免
道
路（
市
道
田
原
・
熊
倉
線
）お
よ
び

駒
形
小
学
校
か
ら
東
常
世
ま
で
の
旧
県
道

（
北
山
〜
会
津
若
松
線
）に
つ
い
て
歩
道
等

「
合
併
支
援
道
路

国
道
４
５
９
号
（
見
頃

峠)

、
県
道
喜
多
方
・
西
会
津
線
（
慶
徳
峠
）

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
」

こ
れ
ま
で
も
早
期
整
備
に
つ
い
て
要
望

を
し
て
き
ま
し
た
。
２０
年
度
よ
り
整
備
事

業
に
着
工
し
、
１０
年
以
内
で
の
整
備
が
計

画
さ
れ
て
い
る
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
昨
年
度
時
点
で
の
進
捗
率
は
ま

だ
少
な
い
状
況
に
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
一
刻
も
早
い
完
成
を
再
度
、
強
く
要

「
県
道
熊
倉
・
塩
川
線（
小
出
〜
別
府
間
）

へ
の
防
雪
柵
の
設
置
に
つ
い
て
」

小
出
地
区
か
ら
別
府
地
区
間
に
お
い

て
、
冬
期
間
は
地
吹
雪
等
に
よ
り
道
路
幅

も
狭
く
な
り
、
学
生
や
道
路
利
用
者
が
大

変
危
険
な
思
い
を
し
て
い
る
た
め
、
防
雪

柵
の
設
置
を
早
急
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
回
答
）

道
路
管
理
者
で
あ
る
喜
多
方
建
設
事
務

所
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、「
実
態
を
把
握
す
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〔
主
な
用
語
の
意
味
〕

地
方
交
付
税
…
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力

に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。
財

源
は
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
な
ど

国
庫･

県
支
出
金
…
国
、
県
の
事
務
、
事
業

を
行
っ
た
場
合
や
社
会
資
本
の
た
め
の
事

業
な
ど
特
定
の
目
的
の
財
源
と
し
て
、
国

や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
負
担
金
や
補
助
金

な
ど

市
税
…
市
が
課
税
権
の
主
体
で
あ
る
税

（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

市
た
ば
こ
税
、
入
湯
税
な
ど
）

市
債
…
学
校
建
設
、
道
路
の
整
備
、
上･

下

水
道
の
整
備
な
ど
の
た
め
、
県
知
事
の
同

意
等
を
受
け
て
政
府
資
金
や
金
融
機
関
か

ら
借
り
入
れ
し
、
長
期
に
わ
た
り
返
済
し

て
い
く
も
の

繰
越
金
…
一
会
計
年
度
か
ら
次
の
会
計
年

度
へ
持
ち
越
し
た
金
額

諸
収
入
…
特
定
の
歳
入
の
た
め
の
科
目
で

は
な
く
他
の
収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収

入
を
ま
と
め
た
科
目

繰
入
金
…
地
方
公
共
団
体
の
各
会
計
間
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
な
ど
の
会

計
間
に
お
い
て
現
金
が
移
動
す
る
も
の

地
方
消
費
税
交
付
金
…
地
方
消
費
税
の
一

部
を
財
源
と
し
て
県
が
人
口
と
従
業
者
数

で
あ
ん
分
し
て
市
に
交
付
す
る
も
の

地
方
譲
与
税
…
国
税
と
し
て
徴
収
し
、
そ

の
ま
ま
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
譲
与
す

る
税
（
自
動
車
重
量
譲
与
税
、
地
方
道
路

譲
与
税
）

使
用
料
及
び
手
数
料
…
使
用
料
は
、
行
政

財
産
や
公
の
施
設
を
使
用
さ
せ
た
場
合
に

そ
の
使
用
者
か
ら
徴
収
す
る
も
の
。
手
数

料
は
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
特
定
の

者
の
た
め
に
提
供
す
る
公
の
役
務
に
対
し

徴
収
す
る
も
の（
各
種
証
明
手
数
料
な
ど
）

市

２４
年
度
一
般
会
計
予
算
の

執
行（
支
出
）率
は
７８
％

（
３
月
31
日
現
在
）

平
成
２４
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
予
算

の
収
入
と
支
出
の
状
況
は
、
２５
年
３
月
３１

日
現
在
で
、
年
度
末
の
予
算
総
額
３
０
８

億
４
９
９
３
万
円
に
対
し
、
２
６
８
億
９

４
３
４
万
円
の
収
入（
収
入
率
８７
・
２
㌫
）、

２
４
０
億
７
５
９
４
万
円
の
支
出
（
執
行

率
７８
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２５
年
５
月
３１
日
の
出
納
閉
鎖
に
よ

り
、
現
在
、
計
数
の
取
り
ま
と
め
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
地
方
自
治
法
お
よ
び
条
例
に
基
づ
き
、
年
２
回
、

財
政
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
２４
年
度
予
算
の
３
月
末
現
在
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

    財 政 公 表

4,993万円 〔25年3月31日現在〕

予算の執行状況

民　生　費
56億8,387万円 44億4,652万円（78.2%）

総　務　費
79億7,404万円 72億4,784万円（90.9%）

教　育　費
34億873万円

25億8,211万円
（75.7%）

土　木　費
31億1,184万円

13億8,453万円
（44.5%）

公　債　費
24億2,031万円

21億8,618万円
（90.3%）

衛　生　費
27億9,974万円

23億5,668万円
（84.2%）

農林水産業費
15億2,666万円

12億7,564万円
（83.6%）

商　工　費
12億4,645万円

11億7,272万円
（94.1%）

消　防　費
11億9,051万円

9億5,901万円
（80.6%）

議　会　費
2億8,730万円

2億8,453万円
（99.0%）

そ　の　他
12億48万円

１億8,018万円
（15.0%）
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一般会計
212億2,296万円

下水道事業特別会計
90億4,213万円

農業集落排水
事業特別会計
15億5,596万円

水道事業会計
23億7,780万円

山都簡易水道事業等特別会計
11億4,357万円

高郷簡易水道事業特別会計
5億7,297万円

塩川駅西土地区画
整理事業特別会計
4億6,216万円

喜多方西部土地区画
整理事業特別会計
1億1,044万円

公有林整備事業特別会計
17万円

市債総額364億8,816万円

収

入

区 分 予 算 額 収 入 額 収 入 率
営 業 収 益 9億0,822 9億2,364 101.7％
営業外収益 1,395 2,958 212.0％
特 別 利 益 1,792 2,229 124.4％

計 9億4,009 9億7,551 103.8％

支

出

区 分 予　算　額 執　行　額 執　行　率
営 業 費 用 7億6,477 7億5,556 98.8％
営業外費用 8,059 7,308 90.7％
特 別 損 失 286 286 100.0％
予備費 300 0 0.0％
計 8億5,122 8億3,150 97.7％

収

入

区 分 予　算　額 収　入　額 収　入　率
出　資　金 9,641 9,642 100.0％
負　担　金 1,314 1,316 100.2％
固定資産売却代金 2,400 275 11.5％
繰　入　金 12 12 100.0%

計 1億3,367 1億1,245 84.1％

支

出

区　　　分 予　算　額 執　行　額 執　行　率
拡張工事費 1億2,384 1億2,050 97.3％
建設改良費 3億4,332 3億2,658 95.1％
企業債償還金 3億0,587 3億0,587 100.0％
予備費 300 0 0.0％
計 7億7,603 7億5,295 97.0％

24年度 水道事業会計の経理状況
【給水人口39,266人　給水戸数14,543戸(25年3月31日現在）】
●収益的収入および支出〔営業勘定〕　    （単位：万円）

●資本的収入および支出〔資本勘定〕　 （単位：万円）

特 別 会 計 名 予算額 収入済額 収入率
支出済額 執行率

国民健康保険事業 62億6,709 53億1,598 84.8%
56億5,333 90.2%

後 期 高 齢 者

医 療 事 業
5億461

4億9,893 98.9%
4億9,772 98.6%

介 護 保 険 事 業 45億2,227 36億600 79.7%
40億2,341 89.0%

公有林整備事業 501 65 12.9%
474 94.7%

喜多方西部土地

区 画 整 理 事 業
6,264

286 4.6%
6,264 100.0%

塩 川 駅 西 土 地

区 画 整 理 事 業
1億933

203 1.9%
1億932 100.0%

農業集落排水事業 1億9,127 3,271 17.1%
1億7,803 93.1%

下 水 道 事 業 13億6,601 4億5,119 33.0%
11億7,616 86.1%

山 都 簡 易 水

道 事 業 等
6億7,799

1億7,416 25.7%
6億531 89.3%

高郷簡易水道事業 9,673 3,736 38.6%
9,519 98.4%

駒 形 財 産 区 931 931 100.0%
24 2.6%

一 ノ 木 財 産 区 4,211 4,211 100.0%
61 1.4%

早 稲 谷 財 産 区 2,113 2,113 100.0%
51 2.4%

24年度 特別会計予算の執行状況
〔25年3月31日現在〕（単位：万円）

総
務
費
…
徴
税
、
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
、

選
挙
な
ど
に
関
す
る
経
費

民
生
費
…
社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
生
活

保
護
な
ど
に
関
す
る
経
費

教
育
費
…
幼
稚
園
、
学
校
、
社
会
教
育
な

ど
に
関
す
る
経
費

土
木
費
…
道
路
維
持
、
除
雪
、
河
川
管
理
、

都
市
計
画
、
住
宅
な
ど
に
関
す
る
経
費

衛
生
費
…
保
健
衛
生
、
環
境
衛
生
、
母
子

保
健
、
公
害
対
策
、
塵
芥
処
理
な
ど
に
関

す
る
経
費

公
債
費
…
市
が
学
校
建
設
、
道
路
改
良
、

上
下
水
道
の
た
め
に
借
り
入
れ
し
た
お
金

を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

農
林
水
産
業
費
…
農
業
振
興
、
林
業
振
興

な
ど
に
関
す
る
経
費

商
工
費
…
商
工
業
振
興
対
策
、
中
小
企
業

振
興
対
策
、
観
光
振
興
な
ど
に
関
す
る
経
費

消
防
費
…
消
防
団
運
営
、
消
防
施
設
整
備
、

災
害
対
策
な
ど
に
関
す
る
経
費

24年度 一般会計
予算額308億

地方交付税
113億7,004万円

県 支 出 金
56億8,240万円

市　　　税
46億6,567万円

市　　　債
27億3,643万円

国庫支出金
25億3,543万円

諸　収　入
7億5,883万円

繰　越　金
10億6,331万円

繰　入　金
6億4,132万円

地方譲与税
3億1,335万円

地方消費税交付金
4億4,895万円

使用料及び手数料
2億5,543万円

そ　の　他
3億7,877万円

113億7,004万円（100.0%）

47億6,357万円（83.8%）

46億6,872万円（100.1%）

1億9,530万円
（7.1%%）

20億9,943万円
（82.8%）

6億7,808万円
（89.4%）

10億6,331万円
（100.0%）

6億3,018万円
（98.3%）

3億2,276万円
（103.0%）

4億4,895万円
（100.0%）

2億5,979万円
（101.7%）

3億9,421万円
（104.1%）
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（
入
賞
以
上
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
）

水
道
課
業
務
班
☎（
２２
）１
５
０
７

水
道
施
設（
熱
塩
浄
水
場
）で
は
、随
時
、

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

水
道
課
浄
水
係
☎（
２２
）１
５
５
６

水 道 週 間
「復興の 未来と生命（いのち）照らす水」「復興の 「復興の 未復復 来と生命未来と生命来来 （いのち）（いのち）いい 照らす水」照らす水」ら照ら

6月1日からからから7日は

市
水
道
事
業
で
は
、
安
全
で
安
心
し
て

飲
め
る
良
質
な
水
道
水
を
ご
家
庭
に
供
給

す
る
た
め
に
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
主
な
事
業
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
配
水
管
の
整
備
…
配
水
管
が
布
設
さ
れ

て
い
な
い
た
め
に
、
水
道
の
利
用
が
で
き

な
か
っ
た
一
部
の
区
域
が
給
水
可
能
と
な

り
ま
す
。【
熊
倉
町
獅
子
沢
地
内
】

◆
老
朽
管
、
老
朽
石
綿
管
の
布
設
替
え
…

漏
水
事
故
等
の
原
因
と
な
る
老
朽
管
、
老

朽
石
綿
管
を
計
画
的
に
更
新
し
ま
す
。【
新

道
、
豊
川
町
、
熱
塩
加
納
町（
赤
崎
林
、

中
在
家
、
谷
地
、
上
明
戸
、
古
内
、
上
原
）

塩
川
町
上
江
地
内
】

◆
公
共
下
水
道
関
連
の
布
設
替
え
…
生
活

環
境
の
改
善
や
、
河
川
な
ど
の
汚
濁
防
止

の
た
め
施
行
さ
れ
て
い
る
公
共
下
水
道
事

業
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
配
水
管
の
布
設
替

え
を
し
ま
す
。【
西
四
ツ
谷
、
西
部
、
関

柴
町
上
高
額
地
内
】

◆
給
水
鉛
管
の
布
設
替
え
…
安
全
で
良
質

な
水
を
供
給
す
る
た
め
に
、
鉛
給
水
管
の

布
設
替
え
を
し
ま
す
。【
松
山
町
、
塩
川

町
地
内
】

◆
浄
水
場
中
央
監
視
計
装
設
備
更
新
工
事

…
安
全
で
良
質
な
水
を
供
給
す
る
た
め

に
、
熱
塩
浄
水
場
の
中
央
監
視
計
装
設
備

を
更
新
し
ま
す
。

水
道
課

工
務
係･

浄
水
係
☎（
２２
）
１

５
５
６

水
道
週
間
に
ち
な
ん
だ
「
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す

市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
、

小
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
限

６
月
１４
日（
金
）

◆
優
秀
作
品
の
展
示
期
間
・
場
所

○
７
月
２４
日（
水
）〜
７
月
３０
日（
火
）…
喜

多
方
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル
前
ロ
ビ
ー

○
７
月
３１
日（
水
）〜
…
熱
塩
浄
水
場

問

第
５５
回
水
道
週
間
が
６
月
１
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、
厚
生
労
働

省
、
都
道
府
県
を
は
じ
め
各
市
町
村
（
事
業
体
）
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

水
道
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
水
道

事
業
の
今
後
の
発
展
に
資
す
る
た
め
「
水
道
週
間
」
を
設
け
、
関
係

者
が
連
携
し
て
広
報
活
動
等
の
運
動
を
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
年
度
の
水
道
事
業
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す

水
道
週
間
に
合
わ
せ
た
行
事
を
実
施
し
ま
す

「
水
道
利
用
ポ
ス
タ
ー

「
水
「
水

  

コ
ン
ク
ー
ル
」
問問問問

昨年度の最優秀賞ポスター

施設見学の様子

水
道
施
設「
熱
塩
浄

水
道
水
道

水
場
」の
見
学
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雄
国
沼
は
、
沼
の
入
口
ま
で
林
道
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
な
ど
の
開
花
時
期
に
は
マ
イ
カ
ー
に

よ
る
利
用
者
が
集
中
し
、
交
通
渋
滞
や
事

故
の
発
生
、
植
物
の
踏
み
荒
ら
し
や
排
気

ガ
ス
に
よ
る
植
物
へ
の
悪
影
響
な
ど
、
美

し
い
自
然
環
境
に
影
響
す
る
諸
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
１７
年
よ
り
マ
イ
カ
ー

規
制
と
代
替
交
通
機
関（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
）

運
行
な
ど
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

美
し
い
雄
国
を
守
り
後
世
ま
で
伝
え
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
策
の
内
容

◆
実
施
の
方
法

利
用
集
中
期
間
中
、
雄

国
林
道
・
大
窪
林
道
・
中
道
地
林
道
に
ゲ

ー
ト
を
設
置
し
、
警
察
署
に
よ
る
マ
イ
カ

ー
の
通
行
規
制
を
行
い
、
雄
国
山
麓
に
設

置
さ
れ
た
県
営
雄
国
萩
平
駐
車
場（
約
３

０
０
台
収
容
・
駐
車
料
金
は
無
料
）か
ら

金
沢
峠
雄
国
沼
入
り
口
ま
で
、
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
を
行
い
ま
す
。

◆
規
制
期
間

６
月
８
日（
土
）か
ら
７
月

２１
日（
日
）４４
日
間
。

◆
規
制
の
対
象
と
な
る
車
両

許
可
車
を

除
く
全
て
の
車
輌（
観
光
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
な
ど
を
含
む
）

◆
許
可
車
両

警
察
署
長
が
許
可
す
る
車

両

雄国沼とニッコウキスゲ群

※
雄
国
施
設
の
管
理
に
必
要
な
車
両
や
森

林
施
業
、
道
路
維
持
の
た
め
必
要
な
車
両

な
ど
に
限
り
ま
す（
車
両
１
台
ご
と
に
許

可
申
請
が
必
要
）。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

◆
運
行
間
隔（
ダ
イ
ヤ
）

規
制
を
実
施
す

る
日
の
午
前
６
時
か
ら
、
約
３５
分
か
ら
４５

分
お
き
に
発
車
し
ま
す
。
最
終
の
下
り
バ

ス
は
金
沢
峠
を
午
後
４
時
４０
分
に
出
発
し

ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
は
遅
れ
な
い
よ
う

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
配
車
台
数
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
混
雑
時
に
は
乗

車
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

利
用
分
散
、
混
雑
解
消
の
た
め
に
ご
了

承
願
い
ま
す
。

規
制
期
間
中
の
土
、
日
、
祝
日
は
、
喜

多
方
駅
と
雄
国
萩
平
駐
車
場
を
結
ぶ
バ
ス

も
運
行
さ
れ
ま
す
。（
１
日
１
往
復
：
喜

多
方
駅
発
午
前
１０
時
３５
分
、
雄
国
萩
平
駐

車
場
発
午
後
２
時
３５
分
）

◆
乗
車
料
金

片
道

大
人
５
０
０
円

こ
ど
も
２
５
０
円

※
環
境
保
護
の
た
め
、
雄
国
沼
へ
の
ペ
ッ

ト
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

雄
国
沼
自
動
車
利
用
適
正
化
連
絡
協

議
会
事
務
局（
観
光
交
流
課
内
）☎（
２４
）５

２
０
０

バ
ス
運
行
の
詳
細
は
運
行
事
業

者（
会
津
乗
合
自
動
車
株
式
会
社
）☎
０
２

４
２（
２２
）５
５
６
０

問問

雄国３林道オーバーユース対策

マイカー規制のお知らせ

自然保護と

　　　交通安全のために
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市
の
環
境
を
守
り
、
将
来
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
今
月
は
環
境
月
間
で
す
。
喜
多
方
市
は

水
と
緑
の
豊
か
な
ま
ち
で
す
が
、
市
民
生

活
の
変
化
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
環
境
へ
の

負
荷
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
来
の
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
末
永
く

守
り
、
将
来
の
市
民
へ
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
は
、
市
、
市
民
、
事
業
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
理
解
し
、
正
し
く
行
動
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
環

境
に
関
す
る
取
り
組
み
や
ル
ー
ル
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
度
に
環
境
基
本
条
例
の

制
定
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
の
保
全
と
創
造
に
向
け
て
、市
、市
民
、

事
業
者
の
役
割
や
、
実
効
性
の
あ
る
施
策

を
行
う
た
め
の
考
え
方
な
ど
を
整
理
し
て

い
き
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
は
、
環
境
セ

ン
タ
ー
山
都
工
場
で
は
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
に
な
る
家
電
製
品
の
う
ち
、
テ
レ
ビ
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機（
洗

濯
乾
燥
機
を
含
む
）は
、
国
の
法
律
で
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
た
め
に
は
、

会
津
若
松
市
に
あ
る
指
定
の
集
積
拠
点
に

運
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
方
法
は
次

の
３
つ
で
す（
ど
の
場
合
で
も
必
ず
有
料
の

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
」
が
必
要
で
す
）。

①
家
電
取
扱
店
に
依
頼
す
る

②
市
の
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
に
依

頼
す
る（
業
者
の
リ
ス
ト
は
広
報
き
た
か
た

５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

③
事
前
に
郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券

を
購
入
し
自
ら
持
ち
込
む

《
指
定
の
集
積
拠
点（
ど
ち
ら
で
も
よ
い
）》

○
日
本
通
運
会
津
若
松
支
店（
会
津
若
松

市
神
指
町
大
字
黒
川
字
村
北
２４
‐
１
）

☎
０
２
４
２（
２２
）６
４
１
７

○
会
津
丸
三（
会
津
若
松
市
河
東
町
八
田

字
大
野
原
２
０
５
）

☎
０
２
４
２（
９４
）２
０
４
１

廃
家
電
や
タ
イ
ヤ
、
建
築
廃
材
な
ど
を

山
林
や
河
川
、
公
共
の
場
所
に
不
法
投
棄

し
て
検
挙
さ
れ
る
事
例
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
、
懲
役
５
年
以
下
、
罰
金

３
億
円
以
下
の
刑
罰
と
な
る
重
大
な
犯
罪

で
す
。

「
不
審
な
業
者
に
注
意
！
」

市
町
村
の
許
可
を
得
ず
に
収
集
し
、
処

理
手
数
料
を
請
求
す
る
一
方
で
、
集
め
た

廃
家
電
等
を
山
林
や
河
川
な
ど
に
不
法
投

棄
す
る
悪
質
な
業
者
が
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
業
者
に
処

理
を
依
頼
す
る
と
高
額
な
費
用
を
請
求
さ

れ
た
り
、
依
頼
し
た
廃
棄
物
が
不
法
投
棄

さ
れ
る
な
ど
犯
罪
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ

る
た
め
引
渡
し
に
応
じ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
不
審
な
業
者
の
特
徴

○
市
の
一
般
廃
棄
物
許
可
業
者
で
な
い（
業

者
の
リ
ス
ト
は
広
報
き
た
か
た
５
月
号
に

記
載
し
て
い
ま
す
）

○
社
名
や
電
話
番
号
が
入
っ
て
い
な
い
車

両
で
の
営
業（
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
）

○
他
県
ナ
ン
バ
ー
の
車

○
社
名
を
名
乗
ら
な
い

○
領
収
書
を
渡
さ
な
い
、
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
に
必
要
な
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
持
っ

て
い
な
い

○
無
料
回
収
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
「
処
分
料
」
な
ど
別
な
名
目
で
料
金

を
請
求
す
る
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

収
集
日
程
や
分
別
ル
ー
ル
を
確
認
し
、

家
庭
ご
み
の
円
滑
な
収
集
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

○
収
集
日
程
、
ご
み
出
し
の
時
間
帯
を
守

り
、
カ
ラ
ス
や
ネ
コ
な
ど
に
よ
る
散
乱
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
不
燃
物
で
ラ
イ
タ
ー
、
ス
プ
レ
ー
缶
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
な
ど
を
出

す
場
合
は
、
ご
み
の
集
積
所
や
収
集
車
が

発
火
す
る
場
合
が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す

の
で
、
必
ず
中
の
ガ
ス
を
使
い
切
っ
て
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
プ
レ
ー
缶
や
ガ

ス
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
、
穴
を
あ
け
て
長
時

間
経
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

作
業
の
際
は
ケ
ガ
や
火
災
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

家電リサイクル券

環
境
基
本
条
例
等
制
定
推
進
事
業

家
電
リ
サ
イ
ク
ル

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す

も
う
一
度
ご
み
の
出
し
方
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
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本
市
は
豊
か
な
自
然
を
持
つ
反
面
、
ク

マ
、
サ
ル
な
ど
の
野
生
生
物（
有
害
鳥
獣
）

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
イ
ノ
シ
シ
の

出
没
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
動
物
と
住
み
分
け
が
大
切
で
す
が
、

人
身
や
農
作
物
に
危
険
が
及
ぶ
場
合
は
許

可
を
受
け
て
駆
除
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
早
期
予
防
が
効
果
的
で
す

の
で
、
有
害
鳥
獣
が
出
没
し
た
場
合
は
市

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課

環
境
推
進
班
☎（
２４
）５

２
６
１
、
各
総
合
支
所
住
民
課
〔
熱
塩
加

納
☎（
３６
）２
１
１
３
、
塩
川
☎（
２７
）２
４

０
０
、
山
都
☎（
３８
）３
８
０
５
、
高
郷
☎

０
２
４
１（
４４
）２
１
１
３
〕

〔
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
〕

一
般
財
団
法
人
家
電
製
品
協
会http://w

w
w
.

aeha.or.jp/inform
ation/recycling

.htm
l

○
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
」
は
、プ
ラ
・

マ
ー
ク
の
表
示
が
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
容
器
ま
た
は
包
装
が
対
象
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
あ
っ
て
も
、
容
器

や
包
装
で
は
な
い
「
商
品
そ
の
も
の
」
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
バ
ケ
ツ
な
ど
、「
商
品

そ
の
も
の
」
は
「
プ
ラ
」
収
集
に
指
定
さ

れ
た
緑
の
袋
で
出
し
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
ま
せ
ん
の
で
収
集
し
て
い
ま
せ
ん
。
不

燃
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

容器包装プラスチックのリサ
イクルマーク

ソバ畑を荒らすツキノワグマ

左・不燃ごみ指定袋（青）　右・容器包装プラ
スチック指定袋（緑）

問問

　総務省では、喜多方市を担当する行政相談委員として５人を委嘱しました。行政相談委員は、国・
県・市町村などの行政に関する要望や苦情などを受け付け、助言や関係機関に対する通知などを行
っています。月１回、各地区で行政相談を開催していますので、お気軽にご相談ください。行政相
談開催日程は26ページをご覧ください。

本庁生活環境課☎（24）5221　熱塩加納総合支所住民課☎（36）2113　塩川総合支所住民課☎（27）

2400　山都総合支所住民課☎（38）3825　高郷総合支所住民課☎0241（44）2113

高郷地区
穴澤松雄さん

山都地区
鈴木俊子さん

塩川地区
大堀由起子さん

熱塩加納地区
横山憲一さん

喜多方地区
小原良一さん

問 問

ク
マ
・
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど
有

害
鳥
獣
に
注
意
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心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
ラ
イ
フ
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

◆
場
所

喜
多
方
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

お
よ
び
体
育
セ
ン
タ
ー

◆
開
催
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

◆
参
加
費

無
料（
材
料
費
の
み
実
費
）

◆
申
込
期
限

６
月
２１
日（
金
）

※
い
ず
れ
の
講
座
も
対
象
は
市
民
ま
た
は

市
内
に
勤
務
す
る
成
人
が
対
象
で
す
。
ま

た
、
定
員
の
あ
る
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で

お
早
目
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎（
２２
）１
４
０
３

《
新
規
事
業
講
座
》

新
し
い
趣
味
の
世
界
を
広
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。
開
講
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
ネ
イ
ル
講
座

７
月
１２
日（
金
）午
後
７

時
〜
９
時

○
竹
細
工
講
座

８
月
２４
日（
土
）時
間
な

ど
未
定

○
新
・
刻
字
講
座

９
月
１３
日（
金
）２７
日

（
金
）午
後
７
時
〜
９
時

○
こ
の
他
「
お
菓
子
・
料
理
講
座
」「
メ

イ
ク
ア
ッ
プ
講
座
」
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
詳
細
は
後
日
広
報
誌
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

な
お
、
受
講
申
し
込
み
は
講
座
開
催
日

の
１
か
月
前
よ
り
開
始
し
ま
す
。

《
組
紐
講
座
》

組
紐（
和
装
に
は
欠
か
せ
な
い
工
芸
品
。

帯
の
上
な
ど
に
使
用
。）を
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
で
編
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
芸
や
和
装
に
興
味
の
あ
る
方
、
組
紐

講
座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

６
月
２４
日
、
７
月
２２
日
、
８
月

２６
日
、
９
月
２３
日

毎
回
第
４
月
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

◆
参
加
費

無
料（
材
料
の
み
の
実
費
）

《
ラ
イ
フ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
》

毎
日
を
忙
し
く
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

経
験
者
）と
市
民
が
一
緒
に
楽
し
く
ジ
ョ

ギ
ン
グ
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

デ
ー
ラ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
は
じ
め
、
ト
ー
ク
コ
ー

ナ
ー
や
サ
イ
ン
会
、ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
触
れ
合
う
絶
好
の
機
会

で
す
の
で
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日

７
月
７
日（
日
）

◆
場
所

押
切
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

◆
対
象

小
学
生
以
上

◆
参
加
料

一
人
７
０
０
円

※
詳
し
い
内
容
や
申
し
込
み
の
方
法
な

ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス

タ
ー
、（
公
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン

２
０
１
３
オ
リ
ンン
ピ場

者
決
定

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
出出
場

!!

平
成
25

青
少
年
ホ
ー
ム

年
度
勤
労労
青集

！

講
座
受
講
生
の
募募
集

◆
喜
多
方
大
会
参
加
者

○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ふ
れ
あ
い
ア
ン
バ
サ
ダ

ー（
親
善
大
使
）

荻
原
次
晴
さ
ん（
ス
キ
ー
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
複
合
）

１
９
９
８
長
野
大
会
・
個
人
６
位
入
賞
、

団
体
５
位
入
賞

伊
藤
華
絵
さ
ん
（
水
泳
・
競
泳
）

２
０
０
８
北
京
大
会
・
個
人
８
位
入
賞
、

２
０
１
２
ロ
ン
ド
ン
大
会
出
場

※
ス
ポ
ー
ツ
教
室
あ
り

○
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

多
治
見
麻
子
さ
ん
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

※
ス
ポ
ー
ツ
教
室
あ
り

三
浦
淳
寛
さ
ん
（
サ
ッ
カ
ー
）

※
ス
ポ
ー
ツ
教
室
あ
り

稲
田
亜
矢
子
さ
ん
（
新
体
操
）

喜
多
方
市
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kitakata-taikyo.jp/

（
公
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会（
押
切
川

公
園
体
育
館
内
）☎（
２３
）０
７
７
１

問問

申申

問問

月 　　日 内　　　　　容
7 月 5 日 開講式・講義
7 月19日
8 月 2 日

夏のおしゃれに！
ビーズアクセサリー講座

8 月23日 リメイク料理講座
9 月 6 日 小筆文字講座
9 月20日 ソフトエアロビクス講座
10月 4 日 絵画講座
10月18日 絵画講座
11月 1 日 フラワーアレンジメント講座
11月15日 細工寿司の作り方（第二弾）
12月 6 日 ちょっと一息、珈琲講座
12月20日 閉講式・手作りお菓子でお別れ会
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こ
の
夏
、
全
国
か
ら
集
ま
る
仲
間
と
と

も
に
、
生
涯
に
残
る
感
動
と
思
い
出
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

◆
期
日

７
月
２４
日（
水
）〜
２６
日（
金
）

２
泊
３
日
﹇
三
国
小
屋
に
宿
泊
﹈

◆
日
程

２４
日（
結
団
式
・
飯
豊
山
登
山
）、

２５
日（
飯
豊
本
山
ア
タ
ッ
ク
・
御
西
小
屋
）、

２６
日（
下
山
・
温
泉
入
浴
・
昼
食
・
解
散
式
）

◆
対
象

中
学
生

◆
定
員

２０
人

◆
参
加
料

１
万
４
０
０
０
円

◆
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限

７
月
５
日（
金
）

※
７
月
１３
日（
土
）に
事
前
学
習
会
お
よ
び

説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
ザ
ッ
ク（
登
山
用
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
）、

シ
ュ
ラ
フ（
寝
袋
）は
貸
出
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
山
都
公
民
館
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

申
山
都
公
民
館
☎（
３８
）２
０
５
３

Ｅ
メ
ー
ルy

_
k
o
u
m
in
@
c
ity
.k
ita
k
a
ta
.

fu
k
u
shim

a
.jp

喜
多
方
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
都
市
宣
言
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
に
は
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
選
手

を
お
招
き
し
、
実
技
を
通
し
て
技
術
指
導

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
に
触
れ
合
え
る
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日

７
月
１４
日（
日
）１５
日（
月
・

祝
）

◆
日
程

１４
日
は
午
後
の
み
、
１５
日
は
午

前
、
午
後
の
２
回

全
３
回

◆
対
象
者

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

※
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
定
員

各
回
小
学
生
５０
人
中
学
生
５０
人

◆
会
場

１４
日
は
塩
川
中
学
校
体
育
館（
中

学
生
）お
よ
び
塩
川
体
育
館（
小
学
生
）

１５
日
は
押
切
川
公
園
体
育
館

◆
申
込
方
法

生
涯
学
習
課
備
え
付
け
ま

た
は
市
内
各
小
中
学
校
へ
配
付
す
る
申
込

書
へ
必
要
事
項
を
記
入
し
６
月
２１
日（
金
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各

回
と
も
定
数
に
達
し
た
場
合
は
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

【
市
民
水
泳
大
会
準
備
の
た
め
】
８
月
１７

日（
土
）第
３
回
、
夜
間
の
み
休
業

【
市
民
水
泳
大
会
の
た
め
】８
月
１８
日（
日
）

第
１
回
、第
２
回
の
み
休
業

◆
無
料
開
放
日（
入
場
無
料
）

○
６
月
１５
日（
土
）〈
プ
ー
ル
開
き
〉

○
８
月
２１
日（
水
）〈
福
島
県
民
の
日
〉

○
９
月
１
日（
日
）〈
閉
所
日
〉

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

※
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
中
は
直
接
市
民

プ
ー
ル
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

市
民
プ
ー
ル
☎（
２２
）２
８
３
９

雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
信
仰
の
山
と

し
て
栄
え
た
飯
豊
山
登
山
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
期
間

６
月
１５
日（
土
）〜
９
月
１
日

（
日
）

※
う
ち
夜
間
供
用
は
７
月
２１
日（
日
）〜
８

月
２０
日（
火
）

◆
時
間

○
第
１
回
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

○
第
２
回
午
後
０
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

○
第
３
回
午
後
３
時
００
分
〜
５
時
００
分

○
夜
間
午
後
６
時
００
分
〜
８
時
００
分

◆
使
用
料（
そ
れ
ぞ
れ
１
回
に
つ
き
）

○
中
学
生
以
下
…
３０
円

○
高
校
生
…
５０
円

○
大
人
…
１
０
０
円

◆
休
日

【
全
日
】
６
月
１７
日
、
２４
日
、
７
月
１
日
、

８
日
、
１６
日
、
８
月
２６
日

【
夜
間
】
８
月
２
日
、
３
日
、
１７
日

【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン
の
た
め
】
７

月
７
日（
日
）第
２
回
、
第
３
回
の
み
休
業

プ
ン

市
民
プ
ー
ル
オ
ーー
プ

交
流
都
市
宣
言
推

喜
多
方
市
ス
ポ
ーー
ツ
交

ト
ボ
ー
ル
教
室
」

進
事
業「
バ
ス
ケ
ッッ
ト

飯
豊
山
チ
ャ
レ

全
国
中
学
生
交
流
飯

ン
ジ

問問

問問
申申

問問
申申

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
チ
ー
ム
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー


